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本書の内容と意義

　「本書は戦後労働改革に重要な役割を果たしたと思わ

れるGHΩ（連合軍総司令部）の労働政策の実態　　政策

決定過程とその実施過程一を分析し，その今日的意義

を問うものである」と著者は本書の「はじめに」で述

べている。著者はGH9の労働政策の時期を（1）占領開

始期（1945・8～1946・1），（2）民主化推進期（1946・2～

1946・12），（3）占領政策転換期（1947～49），（4）占領「終

結」期（1950～52）の4期に区分し，本書のH～Vをそ

れぞれの時期における労働政策の分析にあてている。こ

れ’に加えて，占領政策としての対日労働政策の決定過程，

決定・実施機関，極東委員会の分析を「ワシントンにお

ける政策決定」と題して1に置き，また著者の評価を

「戦後労働改革とGH9一むすびにかえで」と題して

VIに叙述して本書をしめくくっている。さらに末尾に

は本書理解のための重要な資料が添付されている。

　本書の特色はGHΩの労働政策について重要な政策ご

とにその形成過程をGH9内の動きにしぼって解析する

という方法を採用しているところにある。そこでHで．

は産報解散，労働組合法，生産管理，皿では労働諮問

委員会，労働関係調整法，労働基準法，労働パージ，第

2次読売争議，1Vでは2・1ゼネスト禁止，労働省設置，

国家公務員法改正，労働組合法改正，Vでは総評結成，

レッ．h・パージの項目を取り上げている。ほとんどの配

合に項目間の脈絡はないので，独立の項目として読む方

が良い。

　GHΩ労働政策の研究は著者がライフ・ワークとする

ところであり，1970年には．『アメリカ対日労働政策の

研究』（日本評論社）と題する大著を発表し，日本の識者

を瞠目させた。その後も著者は公開が開始されたアメリ

カ国立公文書館，日本の外務省外交史料館の資料に取組

みを始め，さらに占領行政関係者の聴取り調査を丹念に

おこない，失明に近い逆境にもわかわらず，前著作を一

新する大著：として本書を刊行した。歴史研究者としての

著者の姿勢はまことに専門研究者にふさわしく，資料を
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基礎として展開する本書の内容には磐石の重みがある。

　本書の中でとくに注目すべき部分は次のとおりである。

第1に1の中でアメリカ本国および占領軍の出先機関に

おける対日占領政策の決定の部分は前著で約半分の紙数

がついやされていたが，本書ではこの部分の使用資料が

1次資料に変り，より明確になった。この部分は本書の

金字塔である。第2に，著者が「はじめに」で述べてい

るように，皿の中の蛍働パージ，・IVの労働省設置につ

いてのGHΩの動きは本書によって初めて解析された部

分である。第3にIVの国家公務員法改正，労働組合法

改正，Vの総評結成，レッド・パージについては前著

作で分析対象とされているものの簡略に過ぎていたが，

本書では1次資料をベースとした本格的な解析がおこな

われている。

　本書における著者の明確な問題意識はVIの冒頭にあ

らわれており，これは前著にはない。すなわち，GH9

の占領政策が日本の歴史に連続性・非連続性のどちらの

効果をもたらしたかということである。この問題意識を

著者がもったために，本書では1の冒頭においてアメリ

カの労使関係制度についての著者自身の解釈を設定して

おく必要があったと見ることができる。著者はGH9労

働政策の基本的内容として1・労働保護（労働基準法，

雇用関係），2．労使関係（労働運動助長，労使関係制度），’

3・労働行政・労働統計・労働教育技術の3つをあげ，

その連続性・非連続性を検討した上で，最も非連続性が．

強い労使関係政策から最：も連続性が強い職業安定行政ま

で種々の濃淡はあるけれ’ども，占領軍権力が存在しなけ

れば実現できないような非連続的側面をより強くもって

いたと結論づけている。

　この非連続的側面とは著者によれば封建的・前近代的

蛍使関係から自由主義的・近代的労使関係への飛躍であ

る。このことは上述のGH9労働政策の基本的内容にす

べて「近代的」の名称が付されていることから明らかで

ある携この視点は各項で検討される個々の項目に対す

る著者の評価においてもつらぬかれている。例えば「1946

年6月の第2次読売争議についても，従来の説とはこと

なり，「封建的・前近代的労使関係から自由主義的・近

代的労使関係への過渡期における金字塔であった」（153

ページ）と位置づけていること，また1947年の2・1ス

ト禁止についてもrいわゆる体制内的枠組＝『改良の

道』の中で，近代的労働関係を基調としつつ，そこから

発生する紛争が『占領下』という特殊条件，つまり『治

安』対策上，およびマッカーサーの中間選挙出馬を前に

占領軍最高司令官としての手腕・権威を内外に示してお
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く必要上，放置しがたくなり，ついに禁止に踏み切った

とみた方がよい」（170ページ）と述べ，2・1スト禁止の

時点では初期対日労働政策の基調には変化はなく，「2・

1スト禁止については，従来，占領政策が反動化する転

換点とされる通説があるが，GH9の内側からみるか

ぎりこれはあたらない」（83ページ）と述べていること，

などにあらわれている。

本書をめぐる問題点

　本書の意義は上述のとおりであって戦後日本の労使関

係の研究にとって必須の文献となったことは疑いをいれ

ない。そのことを強調した上でなお若干の問題点を述べ

ておきたい。第1には，著者の分析方法の問題があげら

れる。前述のとおり，著者は対日労働政策の基調として

「近代的・自由主義的労使関係」をあげ，その根拠とし

てアメリカ的労使関係をあげるのだが，実は本書の中で

著者はもう1つの分析方法を使用している。それは「国

家独占資本主義の労働政策」という視点である。この視

点はIVの1949年の労組法・労調法改正の分析の最後に

突然にあらわれ（286～290ページ）ドそれきりで消え・て

おり，本書の結末としての「労働政策の今後の課題」

（399～401ページ）でも全くふれられていない。本書の

叙述が一次資料に即した精密な性質をもっているだけに

読者は著者の方法論についてとまどいを感じざるをえな

いのである。

　第2には，著者は「入力」という用語をふんだんに使

用するのだが，この用語の定義は本書ではおこなわれて

いない。この用語は前著作の結章における「対日労働政

策決定をめぐる『入力』と『出力』」と題する節で説明

されており，入力＝影響力とされている。ただしこの節

では「出力」の定義はない。仮に入九出力をシステム

用語として使用するつもりであればシステム論に沿った

精密な定義が必要であるし，そうでないのであれば影響

力とか作用という用語を使っておく方がよいとおもう。

入力という用語を使用すればすぐに変数と計量検定を問

われることになる。

　以上は本書の方法についてであるが，本書に教えられ

た上で残る歴史的事実の問題がある。これらは著者の責

任でないことはもちろんであり，本書を基礎として研究

が進められるべきことがらであるが，余りにも多く，こ

の書評のスペースではっくせないので1っ2つを述べて

おくにとどめる。第1に，生産管理の展開について著者

はカルビンスキー労働課長がこれを支持したことをあげ

ており，続いて末弘厳太郎教授の生産管理合法論の強い
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影響力のことを紹介しているが（88～9ページ），大森実

『赤旗とGH9』（講談社）によればカルビンスキー課長は

徳田球一，志賀義雄氏を呼んで「石炭を掘ってくれ」と

依頼した。当時，徳田氏は北海道美唄の三井・三菱鉱業

所に生産管理指令を出していたという（145～6ページ）。

この事実を著者は取り上げていないのだが，この時期に

は重要な事実であったのではなかろうか。

　第2に，2・1スト禁止に関連して著者は前年の国鉄の

9月闘争において徳田球一氏を始めとする日共指導部や

産別会議指導部は輸送・通信・引揚業務などにおけるス

トライキが占領目的違反（SwNcc－92／1，1945年12月

8日決定）としてGH9が許すものではない「というこ

とを知っていたのではないかと思われる節がある」（160

ページ）と記している。著者は述べていないが，徳田・

志賀両氏はGE9にひんぱんに出入りしていたとされて

おり，著者の推測は妥当だとおもわれる。それならばな

ぜあらかじめ．GHΩの禁止が明らかに予想される2・1

ゼネストを計画し決行直前までもっていったのであろう

か。この点についての検討の結着は戦後労働運動史の通

説をゆるがせることになるかもしれない。

　2・1スト直前の歴史は全く「藪の中」である。最近

刊行された今井一男r実録占領下の官公労争議と給与』

（財務出版）で公開された「超特ダネ」によれば1月16，

7日ごろ吉田首相はマッカーサーと会い，2・1ストにつ

いて事前に話をつけておいたといわれる。本書によれば

1月16日にはマッカーサーはゼネスト中止命令を公式

文書によらないで口頭で内面指導をするように命じてい

る（162ページ）。ここでG且9は正式にゼネスト中止を

日本の労使に開示することに踏み切るのであり，その意

味では「超特ダネ」は真の意昧で超特ダネであろう。

　著者は本書を「著者の全力投球というべき作」と位置

づけている。本書が今年度の日本労働協会の労働関係図

書優秀賞にえらばれたことに祝意を表明したい。「受賞

の歓び」の中で著者は今後の取組みの課題への数多くの

抱負を述べている。著者の身体の自愛を望みつつ今後の

研鑛に大いに期待したいとおもう。　　　〔津田真激〕


